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Abstract
An indigestible dextrin （DX） was studied for its effects on obesity and the liver in male C57BL/6J mice. 
Five-week-old mice were maintained for 10 weeks on a stock diet, a high fat cholesterol diet （HF）, a 5%DX-
supplemented HF （DX）, or a 5% Japanese leaf- supplemented HF （JL）. Increases in body weight, liver 
weight, and epididymal adipose tissues were noted in mice given HF and JL. Serum total cholesterol, and 
leptin levels were also increased in mice given HF. DX feeding significantly reduced the accumulation of 
body weight, and liver weight. Furthermore, increasing of serum triglyceride and leptin levels by high fat 
cholesterol diet were attenuated in mice given DX. These findings suggest that DX not only improves obesity 
but also attenuates the associated fatty liver.
???
2013 年の世界の成人の過体重・肥満の割合は，
男性は 37%，女性は 38% であることが判明した 1）．
日本における過体重の割合は 22.4% 2）であり，欧
米諸国と比較すれば，肥満の蔓延は深刻ではない
ように見えるが，過体重の割合がそれほど高くな
いにも関わらず，生活習慣病が高頻度でみられる．
日本人のライフスタイルが医療水準，栄養状態，
衛生状態の向上などの変化により，寿命が大きく
延伸する一方で，欧米化した食生活や交通手段の
発達による運動不足が肥満を増大させ，肥満に起
因する健康障害を発症させると考えられている．
食物繊維の大半がセルロースであるが，日本人
の食物繊維摂取量は各年代ともに目安量に達して
おらず，特に 40 代未満で顕著に少ないことが明
らかとなっている 2）．難消化デキストリンとは，
数個のα -グルコースがグリコシド結合によって
重合した物質の総称で，難消化性デキストリンは
食物繊維不足を補う目的で作られている．
そこで，本研究では食事誘発性肥満・脂肪肝マ
ウスを用いて高脂肪食摂取に伴う肥満を伴う体重
増加及び血液の指標が難消化デキストリン含有物
質投与により，いかに軽減されるのかを検討した．
???
5 週齢雄性 C57BL/6J マウス 34 匹をコントロー
ル群（C，9 匹），高脂肪食群（HF，9 匹），高脂肪
食 +5% 難消化デキストリン（コーン由来のデキス
トリン）群（DX，8 匹），高脂肪食 +5% 和葉混合
物（柿葉・枇杷葉・蓮葉同量混合抽出物：食物繊
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間摂食量平均は HF，DX，JL 群で C 群より低下
していた（Fig.1B）．HF，JL 群では，C 群と比較
して，副睾丸周囲脂肪及び肝臓重量で有意な増加
を示したが，DX 群では C 群との差は認められず，
肝臓については HF，JL 群より有意に低値を示し
た（Table 1）．
Table 1. Organ weight in C57BL/6J mice
C HF
Liver（g） 1.00±0.04 ＊§ 1.2±0.04＃§
（g/100g.BW） 3.64±0.18§ 3.82±0.12
Epi（g） 0.70±0.05 ＊§ 1.28±0.09
（g/100g.BW） 2.53±0.14 ＊§ 4.02±0.24
Heart（g） 0.12±0.004 0.12±0.004
（g/100g.BW） 0.44±0.01 0.39±0.01
DX JL
1.04±0.02＊§ 1.36±0.05＊＃
3.38±0.07§ 4.17±0.14＃
1.18±0.20 1.36±0.19
3.78±0.60 4.08±0.48
0.13±0.01 0.16±0.03
0.41±0.02 0.50±0.08
＊: p<0.05 vs. HF, ＃p<0.05 vs DX, §p<0.05 vs JL
　血清レプチンは，C 群より HF，JL 群において
有意に高値を示した（Fig.2A）．総コレステロール
は，C 群より HF，DX，JL 群において有意な高
値が認められ（Fig.2C），高脂肪食による脂質異常
症が観察された．血清トリグリセリドは DX 群に
おいて，HF，JL 群より有意に低値を示し（Fig. 
2B），高脂肪食による脂質異常を難消化性デキス
トリンが減弱したことが観察された．一方，JL
群においては，これら臓器重量の低下，血清レプ
チンおよび脂質改善効果は認められなかった．
???
レプチンは，脂肪細胞から分泌されるホルモン
であり，視床下部の受容体を介し，摂食抑制に働
いており，抗肥満因子として知られている．しか
し，肥満患者へのレプチン投与で効果が認められ
維 55%，ケルセチン・ケンフェロール・ルチン
各 0.008% 含有）群（JL，8 匹）にわけ，飼料として
それぞれの群に AIN-93 M 飼料，HFD-60 飼料（カ
ロリー比脂肪分 60%），5% デキストリン含有
HFD-60 飼料，5% 和葉混合物含有 HFD-60 飼料を
与えた．
投与期間中毎週体重を測定し，また飼料を与え
る前後で餌重量を測定し，1 週間の積算量を摂食
量とした．投与後 8 週間目にイソフルラン麻酔下
で下大静脈より採血し，各臓器重量を測定した．
血液指標として，血清総コレステロール（コレス
テロール E －テストワコー），トリグリセリド（ト
リグリセライド E －テストワコー），レプチン（レ
ビスレプチン - マウス）を分析した．この研究は
武庫川女子大学動物実験委員会の了承を得て実施
した．値は平均値±標準誤差で表し，群間比較は，
SPSS により ANOVA を用いて行い，有意水準は
5% 未満とした．
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Fig.1?Effect of diet in C57BL/6J mice given normal chow 
（C）, high fat cholesterol diet （HF）, HF with 5% indigestible 
dextrin （DX） or HF with 5% Japanese leafs （JL） for 8w. A: 
Body weight changes. B: Mean weekly food intake
＊ :p<0.05 vs. HF, ＃p<0.05 vs DX, §p<0.05 vs JL
???
各群の体重の変化は投与後 1 週目から HF 群，
2，3 週目と 5 週目以降に DX 群，3 週目から JL
群で増加が認められた（Fig.1A）．投与期間中の週
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ないことが報告されており，レプチン抵抗性が肥
満の原因と現在は考えられている 3）．レプチン抵
抗性は肥満，代謝障害，脂肪肝，脂質異常症，糖
尿病など様々な疾患に関与する．本実験において，
高脂肪食により体重の増加や肝臓重量，副睾丸周
囲脂肪組織の有意な増量，また血清トリグリセリ
ド，レプチンの増加が認められた．高脂肪食を摂
取することにより，血清レプチンが高値を示して
いるにもかかわらず，体重減少が認められなかっ
たことから，レプチン抵抗性が形成された可能性
が示唆された．一方，難消化性デキストリン投与
により，高脂肪食を摂取しているにもかかわらず，
普通食に対する血清レプチン量の有意な増加が認
められず，さらに肝重量が低下していたことから，
レプチン抵抗性が改善し，脂肪肝が改善した可能
性が推察された．
Iso ら 4）によると，約 1 万人の日本人を対象と
した研究において，非空腹時トリグリセリド値が
高いことにより，冠動脈疾患の発症リスクが高く
なると報告しており，絶食時脂質量だけではなく，
食後トリグリセリドの上昇について観察すること
が重要であると考えられる．本研究において，難
消化性デキストリン投与により，高脂肪食による
非空腹時血清トリグリセリドの増加を抑制してい
ることから，難消化性デキストリンによる吸着作
用や粘調性による栄養素の消化・吸収の抑制，胆
汁酸の排泄促進，整腸作用，腸内細菌叢の改善な
どによる血清脂質の改善だと考えられた 5, 6）．
本実験の高脂肪食群において，体重増加，肝臓
重量，副睾丸周囲脂肪組織の増量，また血清トリ
グリセリド，レプチンの増加が認められ，高脂肪
食による肥満，脂肪肝および脂質異常症が観察さ
れた．また，食後中性脂肪の上昇抑制作用，内臓
脂肪の低減作用を持つとされている難消化性デキ
ストリン投与により，高脂肪食投与にともなうレ
プチン増加の抑制，さらに肝臓重量の低下と血清
トリグリセリドの低下が確認され，脂肪肝改善作
用が認められた．
 ???
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Fig.2?Effect of diet on lipid in C57BL/6J mice given 
normal chow （C）, high fat cholesterol diet （HF）, HF with 
5% indigestible dextrin （DX） or HF with 5% Japanese leafs 
（JL） for 8w. All groups consumed diet ad libitum. A: Serum 
leptin, B: Serum triglyceride, C: Serum total cholesterol.
＊ :p<0.05 vs. HF, ＃p<0.05 vs DX, §p<0.05 vs JL
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